
　気象現象は人生に関係が深い．台

風のため家屋を吹き倒されたとか，

豪雨のため水が出て家財が琉失した

とかいろことは，年々歳々あること

で，その都度物資の損失はばく大な

ものがあるが，それとともに人命の

損失も決して少くない．これらの天

災は人力では防止することは困難で

あるが，これを軽減することは可能

である．それには気象現象の本質を

きわめ，その起す災害の性情を飲み

込んでおくのが早道である．

　本書では気象現象の一般を亭易に

説明し，気象の災害を詳しく記述

し，多数の挿絵を入れて理解を容易

にしてある．故に気象通論であると

共に気象図譜である．されば挿絵だ

けを見ても内容の一班は判る．しか

し本文はきわめて判り易く書いてあ

るから，読めばおもしろく且つ有釜

である．ただ学理に関する事項は正

確を期して執筆されたと見えて，少

々むつかしいところもある．要する

にこの書物によれば気象学の概要を

会得し，気象災害の軽減の手段の暗

示を得ることができる．しかも雀中

には地震と震災のことをも読いてあ

るのは，気象災害国民であるととも

に震災国民でもある我々にはまこと

に有り難い．敢えて御閲読を弘く御

薦めする．　　　　　（岡田武松）

東　　　晃雨を降らせる話
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　什年ほど前，英国の湖に前世期の

動物が現わるとか，そんなことはあ

り得ないとかの議論が新聞紙上を賑

わした頃，中谷先生がお茶のみ話に

新聞記者を遠ざげなければ眞面目な

研究ができるものではないともらさ

れたことを覚えている．近年人工降

雨の問題が面映ゆい位にジヤーナリ

ズムにもてはやされているので，つ

い昔の話を想い出したが，世論が研

究i途行㌧上の大きな推進力となってい

る現在ではやむを得ないことかも知

れない．

　降雨量が人力で左右されるかも知

れないとなると，雨の多いにつけ少

いにつけ生命財産にじかに脅威を感

じるよ弓な昨今の我国では，この問

題は当事者ばかりではなく一般にと

っても眞剣な問題である．それでは

人工降雨は果して可能かそれとも不

可能かと開きなおられると，專門家

といえども一般になっとくのゆくよ

うな，しかも良心的な答はおいそれ

と出来るものではない．経済問題を

抜きにしても，かんじんの降雨機巧

にはまだまだ剣らないところが多い

一方，この分野の物理気象学が現に

異常な速度で前進中で，これを追い

かげるのに忙殺されているからであ

る．現在までのところでよいから誰

か整めてくれる人がないかというの

は実は專門家の方からの願でもあっ

た．

　本書は正にこの要望に答えるもの

で，著者は北大中谷教室の恵まれた

澱境にあって降雨機巧に関する豊富

な各国文献の中から本質的なものを

えらんで解読してこの分野の進展の

大筋をわかりやすく読明し，降雨機

巧問題ひいては人工降雨術が現在如

何なる点で壁にぶっつかっているか

を明かにすることに重点をおき，今

後如何にして壁をつきくずして行く

べきかを暗示している．一読して，

一見実用的なこの間題が如何にも物

理学や気象学に密着し，そして人工

降雨の問いに答えるにはど弓しても

200頁の分量が必要であることが了

解されるであろう．わかり易い解読

にもかかわらず内容が広はんでしか

も，精確を期してあるので，これに

引用文献がついていたらとのぜい沢

な希望も出てくるが，書物の性質上

やむをえないことであろ弓．それよ

りもこの問題が広く続者に理解され

ることの方が遙かに望ましいからで

ある．　　　　　　（孫野長治）
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　＜とにかく手にしてごらんなさ

い．実に樂しい本です．表紙から，

とびら，目次とめくっていって奥付

を見て裏表紙まで，なんど見てもい

い本ですよ．＞といいたい．この本

をポケットに入れて，冬山を歩きた

い気持が，どうにもならない誘惑の

ようにせまってくる，そ弓いろ本で

ある．はじめてスキーをはく人も，

はじめの数ぺ一ジを読んでは歩き，

読んでは転び，読んでは登れるであ

ろろ．上手になった人はロウティシ

ョソと前傾について理解し，ギヤッ

プの通過や斜面に応じる姿勢の変化

の写眞をみつめて研究できる．亭行

ターソとステムターソの二つの方向

は，いずれもスキー技術の内で同じ

ように重要なものであると数えられ

る．また水の流れるよろなリズミカ

ルな一連の動作を写眞ですぐ理解で

きるよろに読く．本書はまえがきに

・
、
穿かれているよ5に，”いまだかつ

てなかったスキー人形を使った技術

の解読書”であり，戸魂のない人形

を写して，それに魂を吹き込み，ス

キーのらごきや人の動的な感じや，

雪の上のムードや感覚を出すことに

苦心”している．おしまいにほんの

ちょっと書いてある11写眞撮影につ

いてげ　（八木治），「難感”（岡部一

彦）までが心にくいまで示唆にとん

でいる．　　　　　　（伊束彊自）
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